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私たちの研究対象とする土壌と土（日本土壌肥料学会）（中間まとめ） 

 

 土壌とは、地球の陸地表層または浅い水の下にあり、岩石の風化や水、風な

どによる運搬、堆積と生物が作用し、有機物と無機物が組み合わさり、自然に

構成されたものである。それは、植物をはじめとする生物を養い、物質の保持

や循環などの機能を持ち、周囲の影響を受けて変化する。人間活動の増大や各

種環境問題の出現により、研究対象としての土壌の範囲は拡がりつつある。土

も土壌とほぼ同義である。 

 

 科学用語として現時点における土壌または土を定義することは論議を明確に

するために有効である。しかしながら、土壌または土を厳密に定義することは

難しいとする著書 1-13）も少なくない。このような状況を概括し、土壌または土

を（１）存在場所、（２）構成成分、（３）機能に関する三つの側面から上記の

ように定義し、その要点を以下に説明した。関連して（４）文字の意味、（５）

土壌の認識についての略歴を添えた。これは 2009年 3月のウェブ掲載に対する

意見および 2010年度北海道大会での一般発表における検討を受けて中間まとめ

を試みたものであり，今後の自由な論議を制限せず、更なる改訂を歓迎する。 

 

（１）存在場所 

 多くの著書等 3,11,14-48）では地表、表層、地殻表面と数値を使わずに表現されて

いる。これに対して土壌調査分類法では数値を含めた範囲が示されている。米

国の Soil Taxonomyでは最も詳しく表現され、上方は大気または浅い水と接し、

側方は深い水、岩石または氷と接し、下方は根域を制限する岩石や固結層がな

ければ深さ２ｍまでとしている 49)。世界土壌照合基準では上方は大気と接し、

深さ２ｍ以内とし、除外する項目が示され、水平方向の最小範囲は 1~10m2とし

ている 50)。わが国における土壌調査の対象は普通深さ 1~1.5 mである 51)。ここ

では深さを特に定めず、扱う深さは個別の研究目的に応じるものとする。浅い

水とは湿性植物の一部が水面または水上に達する程度の水とする。ポット等に

採取したものは、採取場所がこの定義に沿い、構成成分と機能に関する条件を

満たせば、土壌または土の一部である。 

 

（２）構成成分 

 生物の影響についての考え方には幅がある。国内では土壌に関して、国外で

は soil に関して生物由来成分を含めるとする著書  や辞典・事典
3,11,17,19-25,27,36,39,46,47,52-63）は多い。しかし、米国の Soil Taxonomy では 1998 年か

ら The soils that we classifyの対象が拡張され、生物活動を必須とせず、初

期物質と異なる層位または層理がある場合を含めている 49)。世界土壌照合基準
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においても 1998年以降の分類対象には連続する岩石、舗装した土、工業地域の

土、洞窟の土、深さ２ｍ以内の水中の土を含めている 50)。 

 わが国には、土壌と土という一般に意味の近い言葉が二つある。「壌」には柔

らかく、作物を育てる土という意味がある。したがって、土壌という場合には

生物活動を支え、構成成分にも腐植等の生物由来物質を含む。だが、大量の新

しい火山灰のように生物の影響が初期にはほとんど無いが、数年の内に生物が

生育する土壌母材も少なくない。さらに、人類の探査は地球以外の天体にも広

がりつつある。また、土は下記のように土地の神を祭るときに土で作成した形

を意味するとの説もあり、その場合の土と植物生産との関係は直接的でない。

土と土壌の違いも考察されたが 5,61)、これらは同義に用いられることが多い。 
 

（３）機能 

 土壌は「植物をはじめとする生物を養い、物質の保持や循環などの機能」を

持つという趣旨の定義をする著書は多く 3,11,17,20,23-25,27-28,31-33,35,39,46,52,59,61-63）、ここ

でもこれを踏襲する。この機能は私たちの食料、繊維、林木等の持続的生産に

不可欠であり、多くの研究者はこの機能を維持・向上させるために大きな努力

をしている。 
 
（４）文字の意味 

 土の解字として２種類挙げられる。一つは「地中から植物が吐き出されるよ

うに発芽する形をかたどる」4,64,65)、もう一つは「土地の神を祭るために設けた

土盛りをかたどり、土の神の意」64,66）とされる。壌は「やわらかな土」64）、「農

耕地の土」4,67）とされる。 

 

（５）土壌の認識に関する歴史 

 二次情報によれば、人類の土地利用は完新世に活発化し、ギリシャ文明にお

けるアリストテレスは４元素の一つに土を挙げ、その特徴を示すために暖-寒、

乾-湿、重い－軽い、硬い－柔らかいなどの対語を用いた。古代ローマ時代の Cato

は耕地土壌の分類に９種類の主たる区分を設けた 9,12）。その後,土壌に関する認

識は次第に深まったが、現在の認識に近いドクチャエフの生成因子（数項目）

による土壌の認識に至ったのは 19世紀後半であり、多くの著書に同氏による土

壌の定義が引用されている。さらには、西欧およびわが国における土壌の認識・

土壌学の歴史に関する江川 7)、川口 68)、久馬 69）の解説がある。 
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